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一般名称と号 地域名称 材料・形態 色彩 ・その他 地域名称 材料・形態 ・色彩 その他
かぶり もの てぬぐ い 日本手拭、ほっかぶり、はちまき てぬぐい ほっかぶり、あねさんかぶり、はち
ふろし き ネル・絹天、黒 まき
ぼうし 犬の毛皮
7：カーシャオf.- 毛糸 ふ ろしき 白木綿、三角に折ってかぶる。
スキー帽子 ラシヤ、黒
上 衣 みじか 木綿・わた入れ、膝丈 きたぎり 対丈の着物、単衣、袷、わた入れ
はん てん 印半天・単衣 み じか 木綿、腰丈、わた入れ
どんじ ゃ 刺し子、つづれともいう うわっぱり 木綿、腰丈、単衣
ばばじ る わた入れ、そでなし どん じゃ 木綿2枚重ねて刺す、腰丈・1奈丈な
そでなし わた入れそでなし、脇にサシワが入る。 どさまざま
シ ャツ ニシジン ・メリヤス Ii Iよじ る 木綿、並巾前後4枚のわた入れ、袖
ジャケツ 毛糸 なし、＋宮は入れない。
ナ γパ服 綿ズック、青色 そでなし 綿入れ、肩幅がせまく、脇lこ拾が入
1阿 者 チョ yキ、 アカゲッ ト、 犬の毛皮 る。
下 衣 ももひき ニシジン ・ネル ・アカゲy卜、季節 こしまき 木綿 ・イタリヤ・タオル ・メリンス
により単、袷、綿メリヤス・毛メリ （ゆ まき） 単衣、袷
ヤス
ス ポ ン 綿ズyク（ナッパ服の下衣） も んペ 木綿、 黒・紺、カスリ
コールう町、ラシヤ
下 着 シャツ 白木綿・綿メ リヤス は だこ 肌じゅばん、晒、ネル
ふんどし 白木綿～6尺、越中、 若い人は赤
さるまた 股のついた短かいももひき こ しまき ）下衣と同じ
ノf ンツ 綿メ リヤス （ゆ まき）
外 被 ケ ラ わら・ しなの木、屑から背中を覆う。 ケ ラ
メ yケラ 海草、胴から下につける。沖に着る。
力、y ノf 単衣着物やどんじゃにボイ ルj由を塗 ゴムカyノf
って防水
ゴムカ ッパ ゴム、洋服型
目R 物 ひ も 木綿、袋に縫う、なわ ひ も 木綿、メリヤス、袋に縫う
めん だれ 帆布、ゴム お び 木綿、メ リヤス、幅／2・幅／3・幅／4
てがけ 白天竺、内側は刺す （手袋） など、芯を入れる。
てつ けし わた入れ、手袋、内側は布を重ねて めんだれ 並幅、大幅、三幅、袷、単、 Flや黒
刺す。 のひもをつける。
腕ぬき 黒、 上下にゴム てっこ 紺木綿、色糸で刺繍。手甲のこと。
ほ し きやはん、帆布、赤ゲyトネル、巻 て がけ 天竺木綿、内側を白糸で刺す5本指
きほしはゲートルのこと、 ラシヤ てつ け し の手袋、わた入れ子袋、 内側は布を
わら じかけ タビ、木綿、 底周囲を細かく刺す。 重ねて刺す。
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